Lesson 1
Mr. Price Meets Jakuchū
指導のポイント
・時代や地域を隔てた人々の出会いが現代にもたらす影響を考えさせる。
・ジョー・D・プライスが伊藤若冲と出会い魅了された経緯や，若冲の作品が人気を獲得していく過程を読み取らせる。
・プライスが伊藤若冲の展覧会を通して東北の人々に伝えたかったことを理解させる。
・Skill 5で学習した時間的順序のディスコースマーカーを確認させる。
・不定詞の意味上の主語，倒置の表現を理解させ，それを用いて表現させる。
・人と人の出会いがもたらす影響について，ディスカッションさせる。			
			
	時間
	箇所
	指導のポイント

	1
時間目
	Questions
(p.11)
	・導入となる質問を与え，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	Oral Introduction
	・導入となる音声を聞かせ，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	本文
（pp.12-13）
	・本文を読ませ，Comprehension Questions に取り組ませる。

	2
時間目
	本文
（pp.12-13）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・現在の若冲の作品に対する評価と，プライスが彼の作品を発見した頃の評価の違いを理解させる。
・プライスが2013 年に東北で再び展覧会を開くに至った経緯と，若冲作品を通して東北の人々に思い出して欲しかったことを読み取らせる。
・若冲とプライスの出会いが現代の私達にどのような影響を与えているのかを考えさせる。

	
	
	【主な言語材料】
・He chose ～ without considering from what country ～
・Price once again made it possible for a large number of Japanese paintings to return home ～
・Far less than a thousand years had passed, ～

	3
時間目
	Words and
Expressions
（p.14）
	・内容を把握させながら，全文を読ませる。
・内容を確認したうえで，問題に取り組ませる。

	
	Comprehension
（p.15）
	

	4
時間目
	Concept
Mapping
（ p.16）
	・コンセプトマップを完成させる。
・コンセプトマップに基づき，本文の要約を作らせる。
・コンセプトマップを参考にしながら，本文の内容について考えたことをクラスで発表させる。

	5
時間目
	Grammar Tips
（p.17）
	・不定詞の意味上の主語と倒置を理解させ，問題に取り組ませる。
・補充問題を出題し，本レッスンの文法項目を定着させる。

	
	Retelling
	・写真（p.11）を参照しながら，ペアでリテリング活動を行わせる。

	
	Discussion
	・人と人の出会いがもたらす影響について，ディスカッションさせる。






観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	観　点
	評価規準

	関心・意欲・態度
	● 死後長らく無名の画家であった伊藤若冲が人気を博すに至った経緯を理解しようと努めている。
● プライスの蒐集の根底にある信念を理解しようと努めている。
● プライスと若冲の出会いが私達に与えたものを理解しようと努めている。
● 積極的に声を出して音読しようと努めている。
● 時代や地域を超えた出会いが生み出すものについて関心を持っている。

	表現の能力
	話すこと
	● 本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
● 適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
● プライスがどういったことを基準に作品の蒐集を行っていたかを説明することができる。
● 若冲の展覧会が成功を収めるまでの経緯をリテリングすることができる。
● プライスが東北で展覧会を行った理由についてグループで意見を交換することができる。
● 人と人の出会いがもたらす影響について，ディスカッションすることができる。

	
	書くこと
	● 本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
● 不定詞の意味上の主語，倒置や，本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●本レッスンの本文の英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
●本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。

	
	読むこと
	● 時間的順序のディスコースマーカーを的確に把握し，時系列に従って本文の内容を正確に理解できる。
● 強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
● 若冲の作品が世間の評価を獲得するまでには長い時間がかかったということを読み取ることができる。
● 東日本大震災後，プライスが再び若冲の展覧会を開いた理由とその結果を読み取ることができる。
● 時代や地域を超えた出会いが世界に大きな影響を与える可能性を持っていることを読み取ることができる。

	言語や文化に
ついての
知識・理解
	● 伊藤若冲の作品やその評価の変遷を理解している。
● 不定詞の意味上の主語，倒置について，それぞれの意味や働き，形を理解している。






Lesson 2
Cleaning the Oceans: One Young Man’s Dream
指導のポイント
・生徒たちと同じ十代の若者が世界的な問題の解決に取り組んでいることを紹介する。
・ボイヤン・スラットが海のごみ問題に取り組むに至った経緯を理解させる。
・海のごみが私たちの生活に及ぼす影響やスラットの計画の詳細について読み取らせる。
・Skill 6 で学習した言い換え，新情報の追加のディスコースマーカーを確認させる。
・分詞構文，仮定法の表現を理解させ，それを用いて表現させる。
・本文の内容に合ったテーマに基づいて，アウトプット活動をさせる。
・世界的な問題に若者が取り組むことの意義について，生徒たちにディスカッションさせる。	

	時間
	箇所
	指導のポイント

	1
時間目
	Questions
(p.19)
	・導入となる質問を与え，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	Oral Introduction
	・導入となる音声を聞かせ，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	本文
（pp.20-21）
	・本文を読ませ，Comprehension Questions に取り組ませる。

	2
時間目
	本文
（pp.20-21）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questionsの解答・解説を行う。
・海のごみが生態系に及ぼす影響を読み取らせる。
・the Ocean Cleanup Array がごみを集めるしくみを理解させる。
・スラットの計画が海のごみ問題に対する有効な手立てとされる理由を読み取らせる。
・スラットが自身の計画を実現するためにとった手段と彼の計画の現況を読み取らせる。

	
	
	【主な言語材料】
・These bodies of water not only contain vast quantities of living things – they are also overflowing with trash ～
・～ is found in what is called the Great Pacific Garbage Patch.
・～ Slat was shocked to see more plastic debris than fish.

	3
時間目
	Words and
Expressions
（p.22）
	・内容を把握させながら，全文を読ませる。
・内容を確認したうえで，問題に取り組ませる。

	
	Comprehension
（p.23）
	

	4
時間目
	Concept
Mapping
（ p.24）
	・コンセプトマップを完成させる。
・コンセプトマップに基づき，本文の要約を作らせる。
・コンセプトマップを参考にしながら，本文の内容について考えたことをクラスで発表させる。

	5
時間目
	Grammar Tips
（p.25）
	・分詞構文と仮定法を理解させ，問題に取り組ませる。
・補充問題を出題し，本レッスンの文法項目を定着させる。

	
	Retelling
	・写真（p.19）を参照しながら，ペアでリテリング活動を行わせる。

	
	Discussion
	・世界的な問題に，生徒たちと同世代の若者が取り組むことの意義について，生徒たちにディスカッションさせる。





観点別評価規準（案）
	観　点
	評価規準

	関心・意欲・態度
	● 海洋ごみから生じる問題について読み取ろうと努めている。
● ボイヤン・スラットが海のごみ問題に取り組むに至った経緯を理解しようと努めている。
● スラットの計画に関心を持ち，理解しようと努めている。
● 積極的に声を出して音読しようと努めている。
● 困難な問題に立ち向かう若者の努力とアイディアに関心を持っている。

	表現の
能力
	話すこと
	● 本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
● 適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
● 海洋ごみ問題について説明することができる。
● ボイヤン・スラットが海洋ごみ問題に関心を持つようになった経緯や，彼の計画について説明することができる。
● ボイヤン・スラットが夢を実現するうえで得た支援について，説明することができる。
● 世界的な問題に若者が取り組むことについて，グループで意見を交換することができる。

	
	書くこと
	● 本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
● 分詞構文，仮定法、本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の
能力
	聴くこと
	● 本レッスンの本文の英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
● 本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。

	
	読むこと
	● 言い換えや新情報の追加のディスコースマーカーを的確に把握し，難しい概念や複雑な内容でも正確に理解することができる。
● 強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
● 海洋ごみ問題が私たちの生活に与える影響を読み取ることができる。
● 太平洋ごみベルトとその清掃に関する詳細を読み取ることができる。
● ボイヤン・スラットの計画の詳細を読み取ることができる。
● ボイヤン・スラットの計画の現況を読み取ることができる。

	言語や文化に
ついての
知識・理解
	●海のゴミ問題について関心を持っている。
●分詞構文と仮定法の働き，形を理解している。






Lesson 3
The Value of Practice: Ten Thousand Hours to Mastery 
指導のポイント
・K・アンダース・エリクソンが行った実験から，ある分野で成功するためには練習が一番大切であるということを理解させる。
・エリクソンが行った実験の詳細とその結果を読み取らせる。
・エリクソンの実験の結果で最も驚くべき点は何だったのかを把握させる。
・Skill 7で学習した列挙や逆接，対比のディスコースマーカーを確認させる。
・過去完了や省略の表現を理解させ，それを用いて表現させる。
・本文の内容に合ったテーマに基づいて，アウトプット活動をさせる。
・練習の重要性に関する体験談をディスカッションさせる。	
		
	時間
	箇所
	指導のポイント

	1
時間目
	Questions
(p.27)
	・導入となる質問を与え，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	Oral Introduction
	・導入となる音声を聞かせ，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	本文
（pp.28-29）
	・本文を読ませ，Comprehension Questions に取り組ませる。

	2
時間目
	本文1-4
（pp.28-29）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・K・アンダース・エリクソンが行った実験の目的を理解させる。
・練習時間と学生たちの演奏技術の間にどのような関係があったかを読み取らせる。

	
	
	【主な言語材料】
・His goal was to find what made some students better at ～
・～ was made up of those who, though talented, were not as talented as the top students
・What separated the students most was found to be ～
・The best of ～ than their peers, starting early in life and continuing as they got older

	3
時間目
	本文5-7
（p.29）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・”Ten Thousand Hour Rule” について，その内容を正確に理解させる。
・練習の重要性について考えさせる。

	
	
	【主な言語材料】
・There were no top students who ～, nor were there any bottom students who ～
・It seemed as if everyone grew at the same speed, while those who grew the most did so ～
・According to the rule, anyone can become a master of anything they want, as long as they practice it ～

	4
時間目
	Words and
Expressions
（p.30）
	・内容を把握させながら，全文を読ませる。
・内容を確認したうえで，問題に取り組ませる。

	
	Comprehension
（p.31）
	

	5
時間目
	Concept
Mapping
（ p.32）
	・コンセプトマップを完成させる。
・コンセプトマップに基づき，本文の要約を作らせる。
・コンセプトマップを参考にしながら，本文の内容について考えたことをクラスで発表させる。

	6
時間目
	Grammar Tips
（p.33）
	・過去完了や省略の表現を理解させ，問題に取り組ませる。
・補充問題を出題し，本レッスンの文法項目を定着させる。

	
	Retelling
	・写真（p.27）を参照しながら，ペアでリテリング活動を行わせる。

	
	Discussion
	・練習の重要性に関する体験談をディスカッションさせる。





観点別評価規準（案）
	観　点
	評価規準

	関心・意欲・態度
	●エリクソンの実験の目的や内容について読み取ろうと努めている。
●エリクソンの実験結果を読み取ろうと努めている。
●実験の結果から練習の重要性を理解しようと努めている。
●積極的に声を出して音読しようと努めている。
●本文を読んで，自分の考えをアウトプットしようと努めている。

	表現の
能力
	話すこと
	● 本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
● 適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
● エリクソンの実験の概要を説明することができる。
● エリクソンの実験結果について，グループで意見を交換することができる。
● 練習の重要性に関する体験談をディスカッションできる。

	
	書くこと
	● 本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
● 過去完了，省略や，本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の
能力
	聴くこと
	●本レッスンの本文の英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
●本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。

	
	読むこと
	● 列挙や逆接，対比のディスコースマーカーを的確に把握し，事柄の関係性を意識しながら本文の内容を正確に理解できる。
● 強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
● エリクソンが行った実験の目的とその内容，結果を読み取ることができる。
● エリクソンの実験の結果から，才能よりも練習が重要であることを読み取ることができる。
● エリクソンの実験結果が物語るメッセージを読み取ることができる。

	言語や文化に
ついての
知識・理解
	● エリクソンの実験から分かる練習の重要性を理解している。
[bookmark: _GoBack]● 過去完了，省略について，それぞれの意味や働き，形を理解している。





Lesson 4
In Defense of Zoos
指導のポイント
・動物園を巡る論争に関する筆者の考えを読み解かせる。
・動物園が生物多様性の喪失を阻止する上で重要な役割を果たしていることを理解させる。
・科学的研究の側面から動物園の価値について読み取らせる。
・Skill 8で学習した意見・主張を述べる際の表現を確認させる。
・部分否定・全否定，前置詞＋関係代名詞の表現を理解させ，それを用いて表現させる。
・本文の内容に合ったテーマに基づいて，アウトプット活動をさせる。
・本レッスンとは反対の主張を持つ筆者によって書かれたRelated Topic も参照し，それぞれの主張についてクラスでディスカッションをさせる。			

	時間
	箇所
	指導のポイント

	1
時間目
	Questions
(p.35)
	・導入となる質問を与え，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	Oral Introduction
	・導入となる音声を聞かせ，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	本文
（pp.36-37）
	・本文を読ませ，Comprehension Questions に取り組ませる。

	2
時間目
	本文1-3
（pp.36-37）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・近年の動物園に対する批判と，それに対する筆者の考えを理解させる。
・生物多様性喪失の危機に際して，動物園が果たす役割を読み取らせる。
・動物園が絶滅危惧種保護のために行っている活動を読み取らせる。

	
	
	【主な言語材料】
・There are, however, many practical arguments to be made ～
・We believe it is crucial that those arguments be made ～
・～ the plants and animals with which we share our world

	3
時間目
	本文4-6
（p.37）
	・語句の意味および発音を定着させる
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・近年の動物園の飼育環境について把握させる。
・科学的な側面から動物園を見ると，どんな重要性があるのかを理解させる。
・筆者が動物園をどのような施設と見なしているか，その主張を読み取らせる。

	
	
	【主な言語材料】
・the living conditions in zoos are far from perfect
・North American zoos alone are estimated to spend over $50 million a year on ～
・Despite the attention that zoo opponents attract, ～

	4
時間目
	Words and
Expressions
（p.38）
	・内容を把握させながら，全文を読ませる。
・内容を確認したうえで，問題に取り組ませる。

	
	Comprehension
（p.39）
	

	5
時間目
	Concept
Mapping
（ p.40）
	・コンセプトマップを完成させる。
・コンセプトマップに基づき，本文の要約を作らせる。
・コンセプトマップを参考にしながら，本文の内容について考えたことをクラスで発表させる。

	6
時間目
	Grammar Tips
（p.41）
	・部分否定・全否定，前置詞＋関係代名詞の表現を理解させ，問題に取り組ませる。
・補充問題を出題し，本レッスンの文法項目を定着させる。

	
	Retelling
	・写真（p.35）を参照しながら，ペアでリテリング活動を行わせる。

	
	Discussion
	・Related Topic の内容も参考にしながら，クラスで本レッスンのテーマについてディスカッションさせる。





観点別評価規準（案）

	観　点
	評価規準

	関心・意欲・態度
	● 今日の動物園を巡る論争に関心を持っている。
● 動物園が生物多様性の維持や絶滅危惧種の保護において果たす役割を読み取ろうと努めている。
● 動物園の科学的見地からの価値を把握しようと努めている。
● 積極的に声を出して音読しようと努めている。
● 動物園を擁護する人々だけでなく，批判する人々の意見についても関心を持っている。

	表現の
能力
	話すこと
	本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
● 適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
● 動物園に対する様々な批判を説明することができる。
● 科学的観点から，動物園が果たす役割を説明することができる。
● 動物園の是非について意見を交換することができる。

	
	書くこと
	● 本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
● 部分否定・全否定，前置詞＋関係代名詞や，本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の
能力
	聴くこと
	● 本レッスンの本文の英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
● 本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。

	
	読むこと
	●「 意見・主張」を述べる際の表現を意識しながら筆者の主張を的確に把握し，本文の内容を正確に理解できる。
● 強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
● 今日の動物園を巡る議論を読み取ることができる。
● 動物が動物園で暮らすことのメリットを読み取ることができる。
● 動物園の科学的側面からの重要性を理解することができる。

	言語や文化に
ついての
知識・理解
	● 動物園の存在意義や，その科学的貢献を理解している。
● 部分否定・全否定，前置詞＋関係代名詞について，それぞれの意味や働き，形を理解している。





Lesson 5
Facing Your Marshmallow Problem
指導のポイント
・ウォルター・ミシェルの行ったマシュマロ・テストの概要や目的を理解させる。
・人の決断に関わる2 つのシステムを紹介し，それらがどのように私たちの感情や行動を左右しているのかを正確に読み取らせる。
・マシュマロ・テストの結果を読み取らせる。
・2 つのシステムを調和させて生きるにはどうすればよいのかを考えさせる。
・Skill 10で学習した原因・理由，結果のディスコースマーカーを確認させる。
・関係詞whatと名詞構文の表現を理解させ，それを用いて表現させる。
・日常生活の中で目の前の誘惑を克服するための方法について，ディスカッションさせる。

	時間
	箇所
	指導のポイント

	1
時間目
	Questions
(p.47)
	・導入となる質問を与え，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	Oral Introduction
	・導入となる音声を聞かせ，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	本文
（pp.48-49）
	・本文を読ませ，Comprehension Questions に取り組ませる。

	2
時間目
	本文1-7
（pp.48）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questionsの解答・解説を行う。
・マシュマロ・テストの概要と目的を読み取らせる。
・automatic systemとreflective systemの役割と特徴，その違いを把握させる。

	
	
	【主な言語材料】
・for their exploration of how we resist ― or give in to ― temptation
・between what they wanted immediately and what they knew would be better for them later on
・allowing us to take abstract ideas into account and contemplate the future in order to make good choices

	3
時間目
	本文8-11
（p.49）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・2つのシステムの関係について読み取らせる。
・automatic systemは強力で，大人でも逆らえないことがあることを理解させる。
・マシュマロ・テストにおいて子どもたちが自分を制御するためにとった行動を読み取らせる。
・2つのシステムを調和させて生きるにはどうすればよいのかを考えさせる。

	
	
	【主な言語材料】
・our desire is being fueled by ～
・we’d be better off if we followed the reflective system
・Some put their hands over their eyes so they couldn’t see the snack in front of them.
・to make the act of self-control less of a struggle in the first place

	4
時間目
	Words and
Expressions
（p.50）
	・内容を把握させながら，全文を読ませる。
・内容を確認したうえで，問題に取り組ませる。

	
	Comprehension
（p.51）
	

	5
時間目
	Concept
Mapping
（ p.52）
	・コンセプトマップを完成させる。
・コンセプトマップに基づき，本文の要約を作らせる。
・コンセプトマップを参考にしながら，本文の内容について考えたことをクラスで発表させる。

	6
時間目
	Grammar Tips
（p.53）
	・関係詞whatと名詞構文の表現を理解させ，問題に取り組ませる。
・補充問題を出題し，本レッスンの文法項目を定着させる。

	
	Retelling
	・写真（p.47）を参照しながら，ペアでリテリング活動を行わせる。

	
	Discussion
	・日常生活の中で目の前の誘惑を克服するための方法について，ディスカッションさせる。



	


観点別評価規準（案）
	観　点
	評価規準

	関心・意欲・態度
	● マシュマロ・テストに興味を持ち，その内容を読み取ろうと努めている。
● 人の決断に関与する2 つのシステムの役割と特徴を理解しようと努めている。
● 2つのシステムの違いを整理し理解しようと積極的に取り組んでいる。
● 積極的に声を出して音読しようと努めている。
● 2つのシステムを調和させて生きるにはどうすればよいのかを考えようと努めている。

	表現の
能力
	話すこと
	● 本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
● 適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
● マシュマロ・テストを説明することができる。
● 2つのシステムについて，本文に沿ってリテリングすることができる。
● マシュマロ・テストにおいて子どもたちが自分を制御するためにとった行動についてグループで意見を交換することができる。
● 日常生活の中で目の前の誘惑を克服するための方法についてディスカッションすることができる。

	
	書くこと
	● 本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
● 関係詞what，名詞構文や，本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の
能力
	聴くこと
	●本レッスンの本文の英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
●本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。

	
	読むこと
	● 原因・理由や結果を表すディスコースマーカーを的確に把握し，これらの表現を手がかりとしながら本文の内容を正確に理解できる。
● 強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
● マシュマロ・テストの概要や目的を読み取ることができる。
● 人の行動や感情を左右する2 つのシステムの詳細を読み取ることができる。
● automatic system が非常に強力であることを理解することができる。
● 2つのシステムを調和させて生きることが重要であるという筆者の主張を理解することができる。

	言語や文化に
ついての
知識・理解
	● マシュマロ・テストとその実験結果から，誘惑に打ち勝つ方法を理解している。
● 関係詞whatと名詞構文について，それぞれの意味や働き，形を理解している。





Lesson 6
Eco-friendly Farming of Bluefin Tuna
指導のポイント
・今日のマグロ漁業が抱える問題とマグロの完全養殖の可能性について読み取らせる。
・Skill 11で学習したように，図やグラフを用いて，マグロ漁業の問題やマグロの完全養殖への理解を深めさせる。
・マグロの完全養殖を実現する上で研究者たちが直面した困難を読み取らせる。
・研究の成功から，目標を達成するために何が大切なのかを考えさせる。
・句や節を先行詞とする関係代名詞のwhichの表現，強調構文を理解させ，それを用いて表現させる。
・マグロの完全養殖成功によって，今後どのような展望が考えられるかをディスカッションさせる。
	
	時間
	箇所
	指導のポイント

	1
時間目
	Questions
(p.57)
	・導入となる質問を与え，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	Oral Introduction
	・導入となる音声を聞かせ，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	本文
（pp.58-59）
	・本文を読ませ，Comprehension Questions に取り組ませる。

	2
時間目
	本文1-5
（pp.58-59）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・グラフを見ながら今日のマグロ漁業の問題について話し合わせる。
・本文を読んで，日本に課された課題を理解させる。
・図を利用しながら，full-life-cycle aquacultureとfish husbandryの違いを整理させる。
・マグロの完全養殖への挑戦がどのように始まったのかを読み取らせる。

	
	
	【主な言語材料】
・One factor in this large increase is thought to have been ～
・rising demand has resulted in overfishing
・As has been done with ～
・It was only after five years of trial and error that the researchers
succeeded ～

	3
時間目
	本文6-10
（p.59）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・マグロの完全養殖の実現を目指す研究者たちが直面した困難を読み取らせる。
・困難に直面した研究者たちがどのような行動をとったのか理解させる。
・マグロの完全養殖の研究がどのような結果になったのか読み取らせる。
・マグロ漁業の未来と可能性について読み取らせる。
・研究の成功から目標を達成するために何が大切なのかを話し合わせる。

	
	
	【主な言語材料】
・their goal of getting the tuna to spawn
・none of the eggs from either of those years survived
・no matter how many times they failed
・they were able to put tuna bred and grown in ～
・Many more need to be produced in ～
・the key to avoiding such a tragedy is only to be found in ～

	4
時間目
	Words and
Expressions
（p.60）
	・内容を把握させながら，全文を読ませる。
・内容を確認したうえで，問題に取り組ませる。

	
	Comprehension
（p.61）
	

	5
時間目
	Concept
Mapping
（ p.62）
	・コンセプトマップを完成させる。
・コンセプトマップに基づき，本文の要約を作らせる。
・コンセプトマップを参考にしながら，本文の内容について考えたことをクラスで発表させる。

	6
時間目
	Grammar Tips
（p.63）
	・句や節を先行詞とする関係代名詞のwhichの表現，強調構文を理解させ，問題に取り組ませる。
・補充問題を出題し，本レッスンの文法項目を定着させる。

	
	Retelling
	・写真（p.57）を参照しながら，ペアでリテリング活動を行わせる。

	
	Discussion
	・マグロの完全養殖成功によって，今後どのような展望が考えられるかをディスカッションさせる。






観点別評価規準（案）
	観　点
	評価規準

	関心・意欲・態度
	● マグロ漁業を巡る課題を読み取ろうと努めている。
● マグロの完全養殖の歴史を読み取ろうと努めている。
● マグロの完全養殖に取り組む研究者たちの試行錯誤を理解しようと努めている。
● 積極的に声を出して音読しようと努めている。
● マグロ漁業や完全養殖の現在と未来に関心を持っている。

	表現の
能力
	話すこと
	● 本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
● 適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
● 今日のマグロ漁業の問題を説明することができる。
● マグロの完全養殖の歴史と，研究者たちが直面した困難について説明することができる。
● マグロ完全養殖成功後の展望について，ディスカッションすることができる。

	
	書くこと
	● 本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
● 句や節を先行詞とする関係代名詞のwhich，強調構文や，本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の
能力
	聴くこと
	● 本レッスンの本文の英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
● 本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。

	
	読むこと
	● 図や表，グラフを的確に読み取り，これらを手がかりとしながら本文の内容を正確に理解できる。
● 強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
● マグロ漁業が抱える問題や日本に課された課題を読み取ることができる。
● 図を参考にしながら，full-life-cycle aquaculture とfish husbandry の違いを読み取ることができる。
● マグロの完全養殖の現在とこれからの展望を読み取ることができる。
● 研究者たちの姿勢から目標を達成するために重要なことを読み取ることができる。

	言語や文化に
ついての
知識・理解
	● マグロ需要の高まりとマグロの完全養殖を理解している。
● 句や節を先行詞とする関係代名詞のwhich，強調構文について，それぞれの意味や働き，形を理解している。





Lesson 7
Lessons from History of Easter Island
―Mistake We Should Not Repeat
指導のポイント
・イースター島の特徴やそこにある石像の現在の状況について読み取らせる。
・イースター島の社会が崩壊した理由を理解させる。
・私たちの生きる現代社会とイースター島の歴史との関連を読み取らせる。
・Skill 12で学習した例示，要約・結論のディスコースマーカーを確認させる。
・関係副詞，助動詞＋have＋過去分詞の表現を理解させ，それを用いて表現させる。
・環境破壊を食い止めるために何ができるのかについて議論させる。	
		
	時間
	箇所
	指導のポイント

	1
時間目
	Questions
(p.65)
	・導入となる質問を与え，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	Oral Introduction
	・導入となる音声を聞かせ，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	本文
（pp.66-67）
	・本文を読ませ，Comprehension Questions に取り組ませる。

	2
時間目
	本文1-8
（p.66）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questionsの解答・解説を行う。
・イースター島の特徴やそこにある石像の現在の状況について読み取らせる。
・900年頃のイースター島の状況を理解させる。
・石像が建造された理由と，建造に必要とされた資材が何かを読み取らせる。

	
	
	【主な言語材料】
・Scattered over the crater’s walls are 397 stone statues, each representing ～
・There are 97 other statues scattered along ～, as if abandoned, ...
・They would have needed many trees for ～
・This competition took the form of building ～

	3
時間目
	本文9-13
（p.67）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・石像の建造が島の自然環境に及ぼした影響を理解させる。
・環境破壊を発端に，イースター島が社会崩壊に至った経緯を読み取らせる。
・現代社会とイースター島の歴史との関連を読み取らせる。
・イースター島の悲劇は私たちが将来直面する事態を暗示しているという筆者の主張を理解させる。

	
	
	【主な言語材料】
・Trees were being burned for ～
・Deforestation led to soil erosion by rain and wind, which also brought ～
・there was a lesson to be learned from ～
・all its forests are gone and all its large tree species extinct
・Conflicts of interest may prevent people from dealing with ～
・there was nowhere to which they could flee or to which they could turn for help

	4
時間目
	Words and
Expressions
（p.68）
	・内容を把握させながら，全文を読ませる。
・内容を確認したうえで，問題に取り組ませる。

	
	Comprehension
（p.69）
	

	5
時間目
	Concept
Mapping
（ p.70）
	・コンセプトマップを完成させる。
・コンセプトマップに基づき，本文の要約を作らせる。
・コンセプトマップを参考にしながら，本文の内容について考えたことをクラスで発表させる。

	6
時間目
	Grammar Tips
（p.71）
	・関係副詞，助動詞＋have＋過去分詞の表現を理解させ，問題に取り組ませる。
・補充問題を出題し，本レッスンの文法項目を定着させる。

	
	Retelling
	・写真（p.65）を参照しながら，ペアでリテリング活動を行わせる。

	7
時間目
	Discussion
	・環境破壊を食い止めるために何をすべきかをクラスで議論させる。





観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	観　点
	評価規準

	関心・意欲・態度
	● イースター島の現在の状況について読み取ろうと努めている。
● イースター島の文明が滅んだ理由を読み取ろうと努めている。
● 現代社会とイースター島の歴史との関連を読み取ろうと努めている。
● 積極的に声を出して音読しようと努めている。
● 環境問題に関心を持ち，自分にできることを積極的に考えている。

	表現の
能力
	話すこと
	● 本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
● 適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
● イースター島の現状について説明することができる。
● イースター島にたくさんの石像が建てられた経緯を本文の内容に沿ってリテリングすることができる。
● 石像の建造がどんな悲劇をもたらしたのかについて説明することができる。
● 環境破壊を食い止めるために何ができるのかについて議論することができる。

	
	書くこと
	● 本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
● 関係副詞，助動詞＋have＋過去分詞や，本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の
能力
	聴くこと
	● 本レッスンの本文の英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
● 本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。

	
	読むこと
	● 例示や要約・結論のディスコースマーカーを的確に把握し，これらの表現を手がかりとしながら本文の内容を正確に理解できる。
● 強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
● イースター島の歴史を読み取ることができる。
● イースター島の社会が崩壊した理由を読み取ることができる。
● イースター島の歴史が私たちの社会の未来を暗示しているという筆者の主張を理解することができる。

	言語や文化に
ついての
知識・理解
	● 環境問題がイースター島の歴史に与えた影響を理解している。
● 関係副詞，助動詞＋have＋過去分詞について，それぞれの意味や働き，形を理解している。





Lesson 8
Life Without Magic
指導のポイント
・J・K・ローリングがどのような幼少期を過ごしたのかを読み取らせる。
・J・K・ローリングがどんな経緯で「ハリー・ポッター」を思いついたのか把握させる。
・「ハリー・ポッター」を出版するまでにJ・K・ローリングがどんな苦労をしたのかを理解させる。
・J・K・ローリングが「ハリー・ポッター」を通じて私たちに伝えようとしたことについて考えさせる。
・Skill 13 で学習したスキミングやスキャニングを用いて文章の大意や必要な情報を素早く読み取るよう指導する。
・不定詞の結果用法，関係副詞の非制限用法を理解させ，それを用いて表現させる。
・J・K・ローリングからのメッセージについて考えたことをディスカッションさせる。			
	時間
	箇所
	指導のポイント

	1
時間目
	Questions
(p.73)
	・導入となる質問を与え，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	Oral Introduction
	・導入となる音声を聞かせ，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	本文
（pp.74-76）
	・本文を読ませ，Comprehension Questions に取り組ませる。
・5W1H を意識しながら時間や話の展開にそって大意を読み取るスキミングを行うよう指導する。
・先に確かめたい情報を確認させ，本文を流し読みしながら必要な情報を探すスキャニングを行うよう指導する。

	2
時間目
	本文1-3
（ pp.74-75）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・J・K・ローリングの幼少期について把握させる。
・J・K・ローリングがいつどこで「ハリー・ポッター」を思いついたのかを理解させる。

	
	
	【主な言語材料】
・Joanne grew up to be an inquisitive girl
・～ was the last thing she had hoped for
・What if that boy does not know who he actually is, what kind of power ～
・let this inspiration grow
・As soon as she had made her way home, she scribbled down her ideas in ～

	3
時間目
	本文4-7
（ pp.75-76）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・「ハリー・ポッター」を出版するまでにどんな苦労があったのかを把握させる。
・「ハリー・ポッター」がなぜブルームズベリー社から出版されることになったのか，その理由を読み取らせる。
・「ハリー・ポッター」が発売されてどんな反響があったのかを読み取らせる。
・J・K・ローリングが「ハリー・ポッター」を通じて私たちに伝えようとしたことについて考えさせる。

	
	
	【主な言語材料】
・Trees were being burned for ～
・Deforestation led to soil erosion by rain and wind, which also brought ～
・there was a lesson to be learned from ～
・all its forests are gone and all its large tree species extinct
・Conflicts of interest may prevent people from dealing with ～
・there was nowhere to which they could flee or to which they could turn for help

	4
時間目
	Words and
Expressions
（p.77）
	・内容を把握させながら，全文を読ませる。
・内容を確認したうえで，問題に取り組ませる。

	
	Comprehension
（p.78）
	

	5
時間目
	Concept
Mapping
（ p.79）
	・コンセプトマップを完成させる。
・コンセプトマップに基づき，本文の要約を作らせる。
・コンセプトマップを参考にしながら，本文の内容について考えたことをクラスで発表させる。

	6
時間目
	Grammar Tips
（p.80）
	・不定詞の結果用法，関係副詞の非制限用法を理解させ，問題に取り組ませる。
・補充問題を出題し，本レッスンの文法項目を定着させる。

	
	Retelling
	・写真（p.73）を参照しながら，ペアでリテリング活動を行わせる。

	7
時間目
	Discussion
	・J・K・ローリングからのメッセージについて考えたことをディスカッションさせる。






観点別評価規準（案）
	観　点
	評価規準

	関心・意欲・態度
	● J・K・ローリングがどのような幼少期を過ごしたのかを読み取ろうと努めている。
● J・K・ローリングがどのような経緯で「ハリー・ポッター」を思いついたのかを読み取ろうと努めている。
● J・K・ローリングからのメッセージを理解しようと努めている。
● 積極的に声を出して音読しようと努めている。
●「 ハリー・ポッター」誕生の経緯とその作者に関心を持っている。

	表現の
能力
	話すこと
	● 本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
● 適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
● J・K・ローリングがどのような幼少期を過ごしたのかを説明できる。
●「 ハリー・ポッター」が出版されるまでの経緯と苦労をリテリングできる。
● J・K・ローリングからのメッセージについて考えたことを議論することができる。

	
	書くこと
	● 本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
● 不定詞の結果用法，関係副詞の非制限用法や，本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の
能力
	聴くこと
	● 本レッスンの本文の英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
● 本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。

	
	読むこと
	●スキミングやスキャニングを用いて本文の大意や必要な情報を素早くつかむことができる。
● 強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
● J・K・ローリングが過ごした幼少期の様子を読み取ることができる。
● J・K・ローリングが「ハリー・ポッター」をひらめいた瞬間の様子を読み取ることができる。
● J・K・ローリングが直面した苦悩について把握することができる。
● J・K・ローリングが我々に向けたメッセージを読み解くことができる。

	言語や文化に
ついての
知識・理解
	●「 ハリー・ポッター」誕生に至る経緯と作者の苦労を理解している。
● 不定詞の結果用法，関係副詞の非制限用法について，それぞれの意味や働き，形を理解している。






Lesson 9　
A Brief History of Humans
指導のポイント
・なぜ人間が地球を支配する存在となったのか，筆者の主張を読み取らせる。
・人間とチンパンジーにおける「協力」の違いを把握させる。
・人間とほかの生物を隔てる「想像力」について理解させる。
・「想像力」が現代社会で果たしている役割を宗教，法律，政治，経済といった観点から整理させる。
・be to do，if 節のない仮定法の表現を理解させ，それを用いて表現させる。
・文章の論理展開を示すディスコースマーカーの働きに注目し，文と文の関係や論理展開を把握させる。
・人間の「想像力」がもたらす産物の良い例と悪い例について，ディスカッションさせる。			
	-
	箇所
	指導のポイント

	1
時間目
	Questions
(p.85)
	・導入となる質問を与え，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	Oral Introduction
	・導入となる音声を聞かせ，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	本文
（pp.86-88）
	・本文を読ませ，Comprehension Questions に取り組ませる。

	2
時間目
	本文1-7
（pp.86-87）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・人間とほかの動物の違いを個体レベルと集団レベルで整理させる。
・人間とチンパンジーの集団レベルでの違いについて，具体的に発問しながら読み取らせる。
・人間の「協力」が引き起こしてきた暗い歴史を理解させる。
・人間とほかの動物の「協力」を異なるものにしている要素を読み取らせる。

	
	
	【主な言語材料】
・turned us from insignificant apes minding their own business in a corner of Africa into ～
・～ makes each individual human vastly superior to a dog, a pig, or ～
・The real difference between us and other animals is to be found on the collective level.
・～ spread them around, and convince millions of people to believe them
・As long as everybody believes the same fictions, we will all be willing to obey the same laws

	3
時間目
	本文8-14
（pp.87-88）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・大勢の他者と協力することを可能にする人間の「想像力」について理解させる。
・宗教や法律，政治は人間の「想像力」の産物であることを確認させ，その内容について読み取らせる。
・経済も「想像力」の産物であるということを理解させる。
・筆者が貨幣を最も成功したフィクションと述べる理由を読み取らせる。
・「想像力」によって我々の世界が二重構造になっていることを理解させる。

	
	
	【主な言語材料】
・This is why we rule the world
・But the same is true of all other types of large-scale human cooperation
・The only places ～ are in the stories we invent and tell one another.
・～ stories that humans invented and then became extremely attached to
・But everybody believes in money, and everybody believes in the dollar bill.
・～ a second  layer of make-believe reality, composed of such fictional entities ～

	4
時間目
	Words and
Expressions
（p.89）
	・内容を把握させながら，全文を読ませる。
・内容を確認したうえで，問題に取り組ませる。

	
	Comprehension
（p.90）
	

	5
時間目
	Concept
Mapping
（ p.91）
	・コンセプトマップを完成させる。
・コンセプトマップに基づき，本文の要約を作らせる。
・コンセプトマップを参考にしながら，本文の内容について考えたことをクラスで発表させる。

	6
時間目
	Grammar Tips
（p.92）
	・be to do とif 節のない仮定法を理解させ，問題に取り組ませる。
・補充問題を出題し，本レッスンの文法項目を定着させる。

	
	Retelling
	・写真（p.85）を参照しながら，ペアでリテリング活動を行わせる。

	7
時間目
	Discussion
	・人間の「想像力」がもたらす産物の良い例と悪い例について，ディスカッションさせる。







観点別評価規準（案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	観　点
	評価規準

	関心・意欲・態度
	● 人間と動物の違いについて考えようと努めている。
● 人間の「想像力」について理解しようと努めている。
● 授業内の話し合いで能動的に意見を発表しようと努めている。
● 積極的に声を出して音読しようと努めている。
● 今日の社会で「想像力」が果たしている役割を理解しようと努めている。

	表現の
能力
	話すこと
	● 本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
● 適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
● 人間とチンパンジーの違いを「協力」の観点から説明することができる。
● 人間の「想像力」がもたらす産物の良い例と悪い例について，グループで意見を交換することができる。

	
	書くこと
	● 本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
● be to do，if 節のない仮定法や，本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の
能力
	聴くこと
	● 本レッスンの本文の英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
● 本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。

	
	読むこと
	● 文章の論理展開を示すディスコースマーカーを的確に把握し，本文の内容を正確に理解できる。
● 強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
● 人間とほかの動物の「協力」の違いを読み取ることができる。
● 人間とほかの生物とを隔てる「想像力」について理解することができる。
● 宗教・法律・政治・経済がなぜ「想像力」の産物なのかを読み取ることができる。

	言語や文化に
ついての
知識・理解
	● 人間とほかの動物の違いを理解している。
● be to do，if 節のない仮定法について，それぞれの意味や働き，形を理解している。
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Lesson 10
Happiness Is a Journey

指導のポイント
・筆者がこれまでどんな生き方をしてきたのかを読み取らせる。
・筆者の生き方を変えるきっかけとなったデンマークでの出来事について読み取らせる。
・デンマークでの出来事以来，筆者の生き方がどのように変わったのかを理解させる。
・二重否定，無生物主語構文の表現を理解させ，それを用いて表現させる。
・文章の論理展開を示すディスコースマーカーの働きに注目し，文と文の関係や論理展開を把握させる。
・自分にとって幸福とは何かを意見交換させる。

	時間
	箇所
	指導のポイント

	1
時間目
	Questions
(p.93)
	・導入となる質問を与え，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	Oral Introduction
	・導入となる音声を聞かせ，本レッスンのトピックに関心や興味を持たせる。

	
	本文
（pp.94-96）
	・本文を読ませ，Comprehension Questions に取り組ませる。

	2
時間目
	本文1-5
（pp.94-95）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questionsの解答・解説を行う。
・筆者のこれまでの生き方と幸せに対する考え方を読み取らせる。
・デンマークとアメリカで異なるところを整理し，筆者がデンマークで感じた驚きを理解させる。
・デンマーク人の友人の生活と仕事に対する考えを読み取らせる。
・デンマークからの帰国後，筆者の考えがどう変わったのかを読み取らせる。

	
	
	【主な言語材料】
・anything short of perfection was unacceptable
・～ while I was spending a summer working in Copenhagen, Denmark.
・After having spent a few weeks there, I began to notice that ～
・I was accustomed to 24-hour shopping
・The idea of having fun leading to good work seemed ridiculous to me.
・I tried to apply what I had learned about living in Copenhagen to my everyday life there.

	3
時間目
	本文6-12
（pp.95-96）
	・語句の意味および発音を定着させる。
・本文の解説およびComprehension Questions の解答・解説を行う。
・成長するにつれ，幸せの基準が変化することを理解させる。
・アルフレッド・ディスーザの考えから，筆者が気付いたことを読み取らせる。
・”Dance Like No One’s Watching” のメールの主張を読み取らせる。

	
	
	【主な言語材料】
・it reminded me of my time spent in Denmark
・only then will we be happy
・we wait for our lives to feel complete with several more landmarks
・His outlook helped me realize there is no “way” to happiness.

	4
時間目
	Words and
Expressions
（p.97）
	・内容を把握させながら，全文を読ませる。
・内容を確認したうえで，問題に取り組ませる。

	
	Comprehension
（p.98）
	

	5
時間目
	Concept
Mapping
（ p.99）
	・コンセプトマップを完成させる。
・コンセプトマップに基づき，本文の要約を作らせる。
・コンセプトマップを参考にしながら，本文の内容について考えたことをクラスで発表させる。

	6
時間目
	Grammar Tips
（p.100）
	・二重否定，無生物主語構文を理解させ，問題に取り組ませる。
・補充問題を出題し，本レッスンの文法項目を定着させる。

	
	Retelling
	・写真（p.93）を参照しながら，ペアでリテリング活動を行わせる。

	7
時間目
	Discussion
	・自分にとって幸福とは何かを意見交換させる。







観点別評価規準（案）
	観　点
	評価規準

	関心・意欲・態度
	● 筆者の考え方を変えたデンマークでの経験について読み取ろうと努めている。
● 筆者の考えがどのように変わったのかを読み取ろうと努めている。
● “Dance Like No One’s Watching” のメッセージを理解しようと努めている。
● 積極的に声を出して音読しようと努めている。
● 人生観や幸せの考え方について関心を持っている。

	表現の
能力
	話すこと
	● 本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
● 適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
● 筆者の生き方の変化について説明することができる。
● “Dance Like No One’s Watching” の内容を自分の言葉で説明することができる。
● 自分にとって幸福とは何かを意見交換することができる。

	
	書くこと
	● 本レッスンの内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
● 二重否定，無生物主語構文や，本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の
能力
	聴くこと
	● 本レッスンの本文の英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
● 本レッスンの内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。

	
	読むこと
	● 文章の論理展開を示すディスコースマーカーを的確に把握し，本文の内容を正確に理解できる。
● 強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
● 仕事や生活に対する考え方について，アメリカとデンマークで異なる点を読み取ることができる。
● 筆者の考え方の変化を読み取ることができる。
● “Dance Like No One’s Watching”のメッセージを理解することができる。

	言語や文化に
ついての
知識・理解
	● 人生における様々なゴールと幸福との関係性を理解している。
● 二重否定，無生物主語構文について，それぞれの意味や働き，形を理解している。
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